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小林 久 プロフィール

👨 1962年山梨県韮崎市生まれ、韮崎高校、明治大学商学部卒。

🏠家業である「株式会社やまと」入社後、店長、専務取締役を経て2001年代表取締役就任。

☺先代からの赤字経営を引き継ぎ、最盛期16店舗、年商64億円、従業員数300名に成長。

「地域土着」の経営手法が中小企業診断士試験に出題～最年少で県教育委員長就任。

😢 2017年12月、信用不安からくる業者の納品停止により自己破産申請、創業105年の歴史に幕。

負債総額17億円、連帯保証人の自身も自己破産へ。

📖著書 「こうして店は潰れた～地域土着スーパー「やまと」の教訓」・ 「続・こうして店は潰れた」

🎤現在は、全国の中小企業経営者向けの講演と、自身の経験に基づく経営相談を続けている。



①銀行融資のために事業承継～倒産危機から赤字体質の脱出へ

❏ 何の不自由もなかった幼少期～青年期 苦労知らずの「なんにも専務」

❏ 目の前にヨーカドーが出店！～安売りで対抗して大赤字（▲1億5千万円）に転落

❏ 資金ショートの危機～社長交代！～黒字化に向けた大改革に着手、聖域なく、徹底的に！

安売り廃止、取引先の全面見直し、赤字店舗の閉鎖、親族の解雇、電気代・家賃・チラシ折込料他削減

リベート廃止、税理士・社労士交代 2年後、黒字転換

❏ 「地域土着経営」へのかじ取り ～救ってくれた地域への「恩返し」

破綻スーパーへの居抜き出店(12/16店舗) 移動販売車、レジ袋有料化、生ゴミ処理機、ホームレス雇用、

障がい者・高齢者雇用、無料EV充電、貧困家庭への食品提供、その他環境への取り組み、メディア戦略



②順調だった経営～環境の変化から再び窮地～倒産へ

❏ 居抜き店舗が負担に～既存「ドル箱店舗」の利益では居抜き店舗の負担を賄えず、再び赤字転落

❏ 資金繰りの切迫から金融機関に返済猶予（リスケ）要請へ

❏ 振り子は返る～買収拒否による競合他社の反発、メイン取引業者の手のひら返し

❏ 信用不安の怖さ～取引先の取り立て、毎日社長の行動追跡、365日「日繰り資金繰り表」の送信命令

保証金追加、支払いサイト短縮、追加担保請求、取引停止、従業員の引き抜き、頻繁に来る信用調査会社

❏ 4年後、再び黒字復活！ しかし 「そうは問屋が卸さない」 ～倒産の顛末とは・・・

それでも会社の倒産はすべて社長の責任



③倒産・自己破産を経験して思うこと～皆様へのメッセージ

❏ スーパーやまとが潰れた5つの理由

①ワンマン経営 ②地域貢献 ③日銭商売 ④成功体験 ⑤信用不安

～経営とは一喜一憂のギャンブルではなく、「時間軸」の意識が不可欠～

❏ 倒産社長が考えること「3つ」 ～1.従業員 2.取引先 3.地域への影響 (最後に4.自分のこと)

❏ 倒産前後のドラマ ～破産費用のカンパ・恐怖の「債権者集会」・潰れた店舗前で本の販売

❏ 破産者の日常 ～「一文無し」の倒産社長の生活とは・・・ 仕事・家族・お金・車はどうするの？

❏ 倒産の後日談～命を削った戦いの後に残ったものとは？ それでも会社経営は価値がある！







本日はご参加ありがとうございます！
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